
編成完結、受閲準備完了！編成完結、受閲準備完了！

令和５年度各中隊・小隊訓練検閲令和５年度各中隊・小隊訓練検閲
・関連記事３面・関連記事３面

任務完遂！任務完遂！

令和５年度39戦闘団検閲令和５年度39戦闘団検閲
・関連記事４面・関連記事４面

弘前ねぷたまつり弘前ねぷたまつり
・関連記事　２面・関連記事　２面

弘前ねぷたまつり弘前ねぷたまつり

― 業務予定 ―

●秋季岩手山演習場整備

●大鰐草刈り

発　　行

弘前市防衛協会

事務局：弘前商工会議所内
住所 弘前市上鞘師町18-1

電話 33－４１１１㈹

印 刷 　 小 野 印 刷
弘前市富田町52
電話 32－７４７１
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来賓・協力団体の方々と記念撮影

隊員が叩く力強い太鼓

鏡絵「孫悟空 金閣 銀閣大王を退治す」

駐屯地隊員による津軽情っ張り大太鼓②

駐屯地隊員による津軽情っ張り大太鼓①

大きな拍手が鳴り響いた新隊員による剣舞②

大きな拍手が鳴り響いた新隊員による剣舞①

　
弘
前
四
大
ま
つ
り
の
ひ
と
つ
で
あ
る
弘
前
ね
ぷ
た
ま
つ
り
が
八
月
一
日
か
ら
七

日
ま
で
の
間
、
弘
前
市
内
中
心
街
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
、
弘
前
駐
屯
地
（
司
令
・

萱
沼
一
佐
）
は
期
間
中
の
三
日
間
特
別
参
加
し
、
津
軽
の
夏
を
勇
壮
な
鏡
絵
で
彩

り
郷
土
の
祭
を
盛
り
上
げ
た
。

　
今
回
の
弘
前
ね
ぷ
た
ま
つ
り
は
、
行
動
制
限
が
な
い
中
で
の
開
催
で
初
日
か
ら

囃
子
と
太
鼓
の
演
奏
に
合
わ
せ
「
ヤ
ー
ヤ
ド
ー
」
の
掛
け
声
と
共
に
沿
道
の
観
客

か
ら
も
声
援
が
聞
こ
え
、
コ
ロ
ナ
前
の
ね
ぷ
た
ま
つ
り
の
熱
気
が
帰
っ
て
き
た
。

　
今
回
も
弘
前
駐
屯
地
の
ね
ぷ
た
絵
は
、
手
塚
真
氏
に
よ
る
鏡
絵
「
孫
悟
空 

金

閣 

銀
閣
大
王
を
退
治
す
の
図
」、
見
送
り
絵
「
羅
刹
女
（
ら
せ
つ
に
ょ
）」
が
見

事
に
描
か
れ
た
。

　
市
民
や
観
光
客
な
ど
大
勢
の
観
衆
が
沿
道
を
埋
め
尽
く
す
中
、
駐
屯
地
隊
員
が

運
行
協
力
を
す
る
、
津
軽
情
っ
張
り
大
太
鼓
が
ず
っ
し
り
と
し
た
音
を
響
か
せ
な

が
ら
先
陣
を
き
る
と
、
大
小
様
々
な
弘
前
ね
ぷ
た
が
次
々
と
出
陣
し
た
。

　
駐
屯
地
の
祭
り
へ
の
参
加
は
昭
和
四
十
四
年
か
ら
今
年
で
五
十
三
回
目
を
数

え
、
多
数
の
隊
員
が
揃
い
の
浴
衣
、
半
纏
姿
で
幻
想
的
な
市
内
を
練
り
歩
い
た
。

　
隊
員
が
叩
く
力
強
い
太
鼓
の
音
と
哀
愁
を
帯
び
た
美
し
い
笛
や
手
振
り
鉦
の
音

色
は
勇
壮
華
麗
な
鏡
絵
を
よ
り
一
層
引
き
立
て
、
訪
れ
た
観
衆
を
魅
了
し
た
。
ま

た
、
ね
ぷ
た
の
先
陣
を
き
っ
て
新
隊
員
に
よ
る
剣
舞
が
披
露
さ
れ
、
沿
道
に
詰
め

掛
け
た
観
衆
か
ら
大
き
な
声
援
と
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　
四
年
ぶ
り
の
通
常
の
開
催
に
沿
道
の
観
客
か
ら
は
、「
い
つ
も
通
り
の
ね
ぷ
た

が
戻
っ
て
き
て
、
じ
ゃ
わ
め
い
で
ま
す
。」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。
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投降兵確保の様子

捕虜拘束の様子

安全化の様子

第３中隊、勝どき！

第一線救護の様子（トラウマＦＸ）

無線交信の様子

軽装甲機動車での前進の様子

　救護処置の様子（トラウマＦＸ）

患者後送の様子

地雷処理の様子

　
第
三
十
九
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長
・
萱
沼
一
佐
）
は
、
令
和
五
年
度

訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

　
今
回
の
各
中
・
小
隊
の
訓
練
検
閲

は
師
団
検
閲
の
基
盤
の
も
と
王
城
寺

原
演
習
場
、
岩
手
山
演
習
場
で
実
施

さ
れ
た
。
検
閲
で
は
、
各
中
・
小
隊

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
受
閲
課

目
を
検
閲
項
目
に
実
施
さ
れ
た
。
演

連
隊
長
及
び
統
裁
官
の
要
望
事
項

「
自
律
的
に
行
動
せ
よ
」「
目
的
に
照

ら
し
、
為
す
べ
き
こ
と
を
為
せ
」
の

も
と
各
中
・
小
隊
は
限
ら
れ
た
練
成

期
間
の
中
、
創
意
を
持
っ
て
練
成
訓

練
を
積
み
重
ね
、
見
事
任
務
を
達
成

し
た
。

　

　
ま
た
今
回
の
検
閲
で
は
、
最
新
型

訓
練
用
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
「
ト
ラ
ウ

マ
Ｆ
Ｘ
」
を
活
用
し
、
よ
り
リ
ア
ル

な
第
一
線
救
護
、
救
護
所
で
の
処
置

等
を
追
求
し
た
検
閲
に
な
っ
た
。

8,000

国土交通大臣免許（1）9399号
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道路通過時の様子

敵戦車に射撃するＬＡＭ手の様子

偽装された戦車

警戒部隊駆逐の様子

警戒部隊前進の様子

ＬＡＭ発射

第一線救護の様子

車両行進の様子出陣式の様子

　
第
三
十
九
戦
闘
団
（
戦
闘
団
長
・

萱
沼
一
佐
）
は
、
九
月
一
日
か
ら
六

日
ま
で
の
間
、
岩
手
山
演
習
場
に
お

い
て
令
和
五
年
度
第
三
十
九
戦
闘
団

訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。

　
本
検
閲
は
、
車
両
行
進
に
引
き
続

く
警
戒
部
隊
の
駆
逐
を
検
閲
課
目
と

し
て
実
施
さ
れ
た
。
本
年
度
末
の
改

変
の
た
め
九
師
団
と
し
て
戦
闘
団
編

成
で
の
最
後
の
検
閲
と
な
っ
た
。

　
一
日
、
弘
前
駐
屯
地
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
、
各
中
隊
及
び
支
援
部

隊
と
出
陣
式
を
行
い
戦
闘
団
長
よ

り
「
師
団
の
先
遣
部
隊
と
し
て
陸
自

最
強
の
弘
前
が
任
務
を
付
与
さ
れ
た

と
事
は
名
誉
で
あ
り
、
師
団
か
ら
の

期
待
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
」
と
訓
示

し
、
夕
刻
か
ら
約
百
三
十
キ
ロ
の
距

離
を
車
両
行
進
し
、
行
進
部
隊
に

よ
っ
て
は
経
路
の
変
更
等
の
状
況
付

与
に
も
対
応
し
全
部
隊
集
結
地
に
無

事
集
結
し
た
。
隊
員
は
夜
間
の
移

動
、
管
制
灯
火
で
の
運
転
等
、
困
難

な
状
況
に
も
対
応
し
走
破
し
た
。

　
車
両
行
進
後
、
戦
闘
団
は
集
結
地

の
占
領
、
警
戒
部
隊
の
駆
逐
に
移
行

し
、
二
日
早
朝
、
各
中
隊
を
そ
れ
ぞ

れ
の
経
路
に
前
進
さ
せ
敵
警
戒
部
隊

の
駆
逐
、
第
一
線
陣
地
の
解
明
、
師

団
主
力
の
超
越
支
援
等
全
て
の
任
務

を
完
遂
し
、
師
団
長
よ
り
「
概
ね
優

良
」
の
評
価
を
い
た
だ
い
た
。

　
連
隊
は
、
引
き
続
き
師
団
最
強
の

部
隊
と
し
て
の
任
務
を
全
う
す
る
た

め
、
訓
練
に
励
む
。
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訓練評価の様子（迫）

訓練評価の様子（軽火器）

訓練評価の様子（迫）

行軍を開始する新隊員

訓練評価の様子（軽火器）

訓練評価の様子（軽火器）

伝統走に臨む新隊員天幕設営した新隊員

行軍前に円陣を組む新隊員円陣を組む新隊員

　
第
三
十
九
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長
・
萱
沼
一
佐
）
は
、
新
隊
員
後
期
教
育

を
実
施
し
た
。

　
軽
火
器
、
迫
撃
砲
合
わ
せ
て
二
十
数
名
の
隊
員
が
、
弘
前
駐
屯
地
で
教
育

を
受
け
た
。

　
弘
前
で
は
有
名
な
、
ね
ぷ
た
祭
り
で
剣
舞
を
披
露
、
三
十
五
キ
ロ
行
進
訓

練
、
伝
統
走
、
宿
営
訓
練
、
各
種
射
撃
、
訓
練
等
同
期
の
絆
で
乗
り
越
え

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
出
身
は
違
え
ど
、
同
じ
飯
を
食
っ
た
同
期
誰
一
人
か
け
る
こ
と
な
く
教
育

終
了
！

　
今
年
の
新
隊
員
教
育
に
は
、
長
野
県
出
身
者
も
お
り
東
北
だ
け
で
は
な
く

全
国
か
ら
精
鋭
が
集
ま
る
魅
力
的
な
駐
屯
地
に
一
歩
近
づ
い
た
。
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本
部
管
理
中
隊

　
陸
曹
長

　
　
　
今

　
　
克
也

第
一
中
隊

　
三
等
陸
尉

　
　
尾
﨑

　
柾
晴

第
二
中
隊

　
准
陸
尉

　
　
　
阿
部

　
善
貴

　第
四
中
隊

　
陸
曹
長

　
　
　
菅
野

　
英
彦

第
三
普
通
科
直
接
支
援
中
隊

　
陸
曹
長

　
　
　
三
浦

　
弘
治

第
九
偵
察
隊

　
准
陸
尉

　
　
　
木
村

　
秀
文

業
務
隊

　
准
陸
尉

　
　
　
菱
谷

　
正
明

基
地
通
信
隊

　
一
等
陸
曹

　
　
亀
田

　
友
歌
子

青
森
地
区
弘
前
援
護
セ
ン
タ
ー

　
陸
曹
長

　
　
　
葛
西

　
浩
二

転出者

転入部隊長

中隊の仲間と

転入者代表挨拶

胴上げされる転出者

転入者

　
弘
前
駐
屯
地
（
司
令
・
萱
沼
一

佐
）
は
七
月
二
十
八
日
、
定
期
異
動

に
伴
い
転
出
行
事
を
実
施
し
た
。

　
今
回
の
定
期
異
動
で
、
幹
部
六

名
、
曹
士
十
三
名
が
北
は
北
海
道

（
美
幌
）、
南
は
九
州
（
対
馬
）
へ
異

動
と
な
っ
た
。
萱
沼
司
令
は
送
別
の

辞
に
お
い
て
「
そ
れ
ぞ
れ
の
任
地
に

お
い
て
の
活
躍
を
祈
念
す
る
」
と
激

励
し
た
。

　
転
出
行
事
終
了
後
は
各
部
（
中
）

隊
ご
と
に
紹
介
行
事
を
行
っ
た
後
、

駐
屯
地
全
員
が
隊
舎
前
の
メ
イ
ン
道

路
に
整
列
し
、
転
出
者
は
見
送
り
を

受
け
、
万
歳
三
唱
と
大
勢
の
拍
手
の

中
、
新
任
地
へ
と
旅
立
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
日
、
出
陣
す
る
ね
ぷ
た
も
囃
子

と
太
鼓
で
転
出
者
を
見
送
っ
た
。

　

　
ま
た
、
八
月
二
十
一
日
に
は
臨
時

駐
屯
地
朝
礼
に
お
い
て
転
入
者
の
紹

介
行
事
を
行
っ
た
。
新
た
な
戦
力
と

し
て
、
幹
部
二
名
、
准
曹
十
二
名
の

計
十
四
名
が
加
わ
っ
た
。
行
事
で
は

当
初
、
着
任
部
隊
長
が
紹
介
さ
れ
挨

拶
を
述
べ
た
。
続
い
て
転
入
者
が
紹

介
さ
れ
、
代
表
者
が
「
各
部
隊
で
即

戦
力
と
な
れ
る
よ
う
に
、
日
々
精
進

し
て
い
き
ま
す
」
と
決
意
を
表
明
し

た
。

　
萱
沼
司
令
は
転
入
者
に
対
し
「
十

四
名
の
転
入
者
の
皆
さ
ん
、
よ
う
こ

そ
弘
前
駐
屯
地
へ
。
陸
自
最
強
弘
前

駐
屯
地
を
更
に
輝
か
せ
る
た
め
に

は
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
皆
さ

ん
の
新
し
い
風
が
不
可
欠
。
こ
れ
ま

で
の
伝
統
を
基
盤
と
し
て
、
駐
屯
地

が
更
に
進
化
す
る
原
動
力
と
な
る
こ

と
を
期
待
す
る
」
と
訓
示
し
激
励
し

た
。

　
転
入
者
を
含
め
た
新
た
な
弘
前
駐

屯
地
の
、
今
後
の
活
躍
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。
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